
ふくしまＭＥスチューデントコースを開講しました 

 
○スチューデントコースを開講の意味 

社会インフラの老朽化がますます進行し、自然災害は激甚化している一方で、公共土木施設

の維持管理を担う技術者不足が課題となっております。 

このため本協議会では「地域のインフラは地域自らが守る」との考えの下、産学官がそれぞ

れのノウハウを活かして、社会インフラ全般のメンテナンスに関する専門的かつ実践的な知

識を有するＭＥ（メンテナンスエキスパート）の育成に取り組んでいるところです。 

このような中、土木工学を学ぶ高校生が、維持管理の基礎や必要な知識を身につけること

は、将来に亘る技術者の育成に資するとともに、建設業の担い手確保への貢献も期待され、ま

た、地域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人としての自覚の醸成が図られるものと考

えられることから、「ふくしまＭＥスチューデントコース」を二本松実業高校において開講い

たしました。 

本コースは、３年間で９コマの講義により、維持管理に必要な資質と能力の育成を図ること

を目的として実施するものであり、今年度は学校行事である「土木の日記念行事」の一環とし

て開催し、都市システム科の１～３年生が聴講いたしました。 

 

○開催日時・カリキュラム等 

１ 日時：令和６年１１月１２日（火）９：２０～１２：２０  

  ２ 場所：二本松市文化センター 研修室  

 ３ カリキュラム（３コマ）  ９：３０～１２：２０ 

(1)福島県におけるインフラメンテナンスの取り組み 

  福島県土木部土木企画課 

(2)福島県の気候、災害環境の基礎 

    ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会 

   会長 中村 晋 

(3)橋梁メンテナンスの基礎 

  日本大学工学部 教授 岩城 一郎 

 ４ 受講者数：約８０人 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



新聞掲載記事 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


